
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 企業名/代表者/拠点所在地  実証実験計画 

１ ecoro
エ コ ロ

 GmbH 
CEO  Daniel Daum （横浜市西区） 

次世代 EV シャトル×自動積み下ろしロボットによる、
拠点間自動輸送システム実証 

２ f-Tech株式会社  
代表取締役 藤枝 俊宣（横浜市緑区） 

植物電位計測とドローン観測の融合による農作地健
康管理システム構築のための実証実験プロジェクト 

３ ピークスアンドバリーズ株式会社 
代表取締役 谷口 勝男（横浜市鶴見区） 

ハウス栽培農作物の IoTシステムの実証実験 

４ 株式会社ＦｉｎｅＭｅｔｒｉｃｓ 
代表取締役 CEO 髙橋 省吾（横浜市保土ケ谷区） 

生成 AI を活用した知的財産業務の DX化に関する
実証実験プロジェクト」 

お問合せ先 

経済局イノベーション推進課担当課長 髙木 秀昭 Tel 045-671-4904 

令 和 ７ 年 1 1 月 1 0 日 
経済局イノベーション推進課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

実証実験計画４件の採択を決定しました 

横浜市では、モビリティ、クリーンテック等のテック系分野における、革新的で成長性の高いスタートアップの事業化を
支援するため、「テック系スタートアップ実証実験等支援助成」を実施しています。 
このたび、スタートアップの実証実験計画 4 件を採択しました。（募集期間︓令和７年７月 25 日(金) ～９月

24日(水)） 
採択されたスタートアップに対し、実証実験に必要となる経費への助成（上限 100万円）や、実証フィールドの調

整、試作品等の開発や協業先・トライアル導入先に関するマッチング等、強力な伴走支援を行います。 

採択計画 ４ 件 （提案企業名の 50音順） 

 

※本件は、経済記者クラブへも同時発表しています。 

【参考︓採択されたスタートアップによる実証実験の実施期間】 
採択日（令和７年 11月 10日(月)）～令和８年２月末日 

テック系スタートアップ 
実証実験等支援助成

（第２弾） 

【採択企業の技術の一例】 

無人 EV パレット輸送シャトル 

 
知財戦略をスマートに構築する ハウス内設備の遠隔監視、最適制御 植物電極で植物の健康状態を測定 

 


